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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)
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へき地医療拠点病院が行うへき地診療所への医師派遣・巡回診
療事業の運営費に対し補助（5施設）

0.10 16,707 16,707

医療勤務環境改善支援センター運営事業
医療機関の勤務環境改善の取組に対し、専門知識を持ったアドバ
イザーが支援

0.08 5,593 5,593

5,150 5,150

臓器移植普及推進事業（臓器移植コーディネーター設置事業）
臓器移植推進のため、臓器移植コーディーネーターを設置および
啓発活動を行う団体への支援

0.50 5,634 5,634

長野県アイバンク・臓器移植推進協会活動支援事業
眼球あっせんや臓器移植の普及啓発を行う（公財）長野県アイバ
ンク・臓器移植推進協会の運営費に対し補助

0.08 5,147 5,147

院内感染対策支援事業
医療機関の院内感染対策を支援するため、相談窓口の設置や講
習会等を開催

0.10

へき地診療所運営事業補助金 へき地診療所の運営費に対し補助（14施設） 0.10 36,503 36,503

882 882

へき地医療拠点病院運営事業補助金

地域医療構想推進事業

（人） （補正前） （２月補正） （補正後）
No 令和元年度　実施内容（予定）

職員数 令和元年度
細事業名

5,917
地域医療構想を推進するため10圏域ごとの地域医療構想調整会
議を開催

2.00 5,917

保健医療推進事業補助金
保健医療計画の推進のため、県内の保健医療関係者で構成され
る県地域包括医療協議会及び地区協議会が行う研修会等の活動
を支援

0.02

補正により取り組む

事業内容

・事業の財源である国交付金の減や個別事業の入札差金等による事業費の見直し
・過年度事業における不執行額の国庫返還

成果指標
設定理由

①地域医療構想の達成に向け、関係者に対し普及啓発を行うセミナーの回数を設定
②厚生労働省による人口動態調査（毎年）における、在宅（自宅及び老人ホーム）で死亡した割合を成果目標に設定
③へき地に住む住民が身近な医療を受けられるよう、巡回診療や通院支援が行われている地区の割合を成果目標に設定

 概算人件費 （Ｃ） 38,809 31,112 34,351

 概算事業費（B（A）+C） 2,294,294

29年度 30年度 元補正後 指標及びその達成状況

1,489,806

4.79 3.84

①
地域医療構想の達成に向けた
関係者に対する普及啓発セミ
ナーの開催回数

- １回 １回

2,255,485 1,322,437

　その他 476,279 352,434 332,080
③

無医地区・準無医地区のうち
巡回診療や通院支援が行わ
れている地区の割合

87% 87% 87%以上

県民が希望する場所で安心し
て療養生活を送れる医療提供
体制の構築（在宅死亡率）

全国5位 全国6位 全国上位

1,353,549 1,524,157

4.18

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

-331,420 -1,010,621

合計（A) 2,399,937 1,483,670

目指す姿

・医療機関の機能分担と連携を推進するとともに、地域の限られた医療資源を活かし、県民が可能な限り、住み慣れた生活の場（自宅や老人
ホーム）において、必要な医療・介護サービスが24時間体制で受けられ、安心して自分らしい生活を実現できる医療提供体制を構築する。
・医療機関の施設や不足する設備の整備により、身近で適切な医療が受けられるよう医療提供体制を確保し、医療の地域間格差解消を図
る。

（主な実施内容：在宅医療推進事業（基金分））

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円）

Aの
財源

　一般財源 488,412 435,957 306,067

　国庫支出金 1,435,246 695,279 851,659

　県　債
②

８つの重点目標 健康寿命

当初予算 2,850,552 1,709,233 2,500,427 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 29年度末 30年度末

令和元年度前年度繰越 105,857
予
算
額 補正予算 -450,615

部局 健康福祉部

4-3 医療・介護提供体制の充実

課・室 医療推進課

実施期間 S42 E-mail

事業番号 05 02 01 事業改善シート （令和元年度実施事業分） □当初要求　　□当初予算案　　■補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

・高齢者人口及び生活習慣病など長期にわたり治療が必要な疾病の増加に伴い、医療機関だけで全て
の患者を支えることが困難となり、医療機能の分化と連携を通じ、地域全体で患者を支える医療提供体
制の構築が求められている。県民の意識についても、人生の最終段階において、自宅や老人ホームなど
住み慣れた生活の場で最期を迎えたいと考える割合は43.6％（H27県在宅医療提供体制調査）となって
いる。
・医療機関における機能の分化・連携、医療施設の環境改善のために施設・設備の整備が必要である。

令和元年度
補正後額

1,489,806 千円

職員数 4.18 人

iryo@pref.nagano.lg.jp
総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

事　業　名
医療提供体制整備事業
(医療提供体制整備事業、医療提供体制施設・設備整備事業）

mailto:iryo@pref.nagano.lg.jp


（人） （補正前） （２月補正） （補正後）
No 令和元年度　実施内容（予定）

職員数 令和元年度
細事業名
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へき地診療所施設・設備整備事業

医療対策費施設・設備整備事業

医療施設近代化施設整備事業

106,983

医療機関が実施する医師不足の医療機関等への医師派遣、看護
師の資質向上のための研修等に要する経費に対し補助

23,185

14,504 14,504

へき地診療所として必要な施設・設備整備に対し補助 0.10 25,012 -1,827

0.26 903,260 -384,181 519,079

医療機関・団体の医師・訪問看護師等の連携体制の構築、在宅医
療に関する普及啓発、退院支援スタッフの配置等に要する経費に
対し補助

0.34 240,259 -133,276

医療従事者確保事業（基金分）

在宅医療推進事業（基金分）

0

医療施設として必要な施設・設備整備に対し補助 0.20 463,764 -180,839 282,925

医療施設の新築、改築、増築等の施設整備に対し補助 - 0

重度心身障がい者歯科診療施設運営事業 - - 0 0

病床機能分化・連携推進事業(基金分)
医療機関における病床の転換、医療情報連携、医療提供体制の
強化にかかる施設設備整備に対し補助

0.30 786,599 -325,002 461,597

国庫返還金

合計 4.18 2,500,427 -1,010,621 1,489,806


